













































































かりの「Deformation of Trees in Hawaii and Its 




査を行った（「Physical Factors Controlling the 
Formation of Patterned Ground on Haleakala, 
Maui （Noguchi, Y., Tabuchi, H., & Hasegawa, 
H.）．Geografiska Annaler, 69A, 329-342.」）。こ
の頃の野口先生は、スリムな身体を風になびか
せるように飛び回るフィールドワーカーだっ
た。
ミシガン大学での二年間は、後述のように安
穏とした毎日ではなかったようだが、つい最近
のことグーグルアースで当時住んでいた住宅を
見つけられ、この道をたどると何処そこへ行く
と、研究室に呼び込まれた私に熱心に説明して
くださった。
日本に戻られてからの先生は、校務で頼りに
されたこともあり外へ出かけることが減ってし
まった。しかし、ちょうどコンピュータを研究
室で持てる時代がやってきたことは先生にとっ
て好都合だった。気象官署やアメダスデータを
駆使した研究が1980年代から始まることにな
る。これ以降、成果の多くは海水温や気温の変
化に関するものが中心となり、先生の興味の中
心もこの方面に移っていく。またそれと同時
に、アメリカの地理学界や地理教育の動向も依
然として先生の興味の対象となり続けているこ
とは、雑誌「地理」で公表された最近の成果を
みれば明らかである。
このテーマは、先生の経験と密接にかかわっ
ていると思われる。若き日の先生は、ミシガン
大学で地理学教室の閉鎖という事件に遭遇され
写真１　マウナケア山頂下、エンストした車の脇で気温を測る若き日の野口先生。1979年12月、長谷川撮影。
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た。専任教員という職を失うことになるその時
期にあっても、常に教室の危機にまつわる資料
をもれなく収集し記録を取るとともに事体の推
移を冷静に分析していたようである。つい最近
も、この頃の資料一式を送ってほしいというア
メリカからの要請に応えておられた。しかし、
家庭を持たれた直後に生活の基盤を失うことに
なるこの出来事は、先生のその後に大きな影響
を与えたと考えるべきであろう。
常に外を見よ、地理が外からどう見られてい
るかを気にせよと言い続けてきたのは、地理学
の立ち位置、地理の存在意義を意識しない井の
中の蛙では、教育や研究、組織の運営はうまく
いくはずがない、いつかは破たんするぞという
先生からの強烈なメッセージとして受け止めな
ければならない。
先生の想いを受け継ぐべき私たちであるが、
先生の後任人事をスムースに進めることに失敗
した。学内の情勢が後任採用を許さなかったと
いう事情はあるにせよ、国士舘大学地理学教室
にとって初めての教員減となる一大事である。
私たちが学内で、地理学の存在をアピールする
ことが足りなかったことは明らかである。外部
資金の獲得や研究成果の公表をもっと積極的に
おこなうべきだったかもしれない。
先生の想いに応えるべく地理学を、地理学教
室を発展させることは、先生が苦労して育んで
きた教室を受け継ぐ私たちの責務である。飯能
の里で、先生に安心して野遊びを楽しんでもら
うためにも、私たちは地理学のためにもっと、
もっと頑張らなくてはならない。
写真２　野外実習先の霧ヶ峰で学生に説明する野口先生。2002年10月、長谷川撮影。
